


　

10
月
30
日
、
角
館
町
薗
田
の
釣

田
会
館
を
会
場
に
、
薗
田
豊
穣
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
館
内
に
は
、
地
場
農
産
物
品

評
会
に
出
品
さ
れ
た
地
元
の
農
産

物
や
工
芸
品
が
並
べ
ら
れ
、
来
場

者
が
そ
の
出
来
栄
え
に
感
心
し
な

が
ら
、
購
入
の
予
約
を
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
地
元
産
の
そ
ば
や
う

ど
ん
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
臼
と
杵

で
つ
い
た
お
餅
が
会
場
の
皆
さ
ん

に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
薗
田
豊
穣
ま
つ
り

地
場
農
産
物
の
出
来
栄
え
祝
う

　

(

社)

仙
北
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
実
現
す
る
方
策
の
一
環
と

し
て
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
存
在

を
広
く
地
域
社
会
に
周
知
す
る
普

及
啓
発
活
動
を
兼
ね
て
、
各
地
域

の
公
共
施
設
等
の
清
掃
・
除
草
・

植
木
の
冬
囲
い
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
組
織
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

10
月
27
日
の
秋
晴
れ
の
も
と
、

桧
木
内
川
堤
左
岸
の
桜
の
保
護
保

存
に
重
要
な
胴
吹
枝
の
除
去
作
業

を
、
会
員
の
方
々
約
30
人
で
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

（
社
）
仙
北
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

桧
木
内
川
堤
の
桜
胴
吹
枝
除
去

　

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
町

を
き
れ
い
に
し
て
観
光
客
を
迎
え

よ
う
と
、
10
月
21
日
、
武
家
屋
敷

周
辺
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
角
館

町
観
光
協
会
と
角
館
伝
建
群
地
区

の
町
並
み
を
守
る
会
が
呼
び
か

け
、
約
80
人
が
参
加
し
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
分
と
な
る
落
ち
葉
約

２
６
０
㌔
グ
ラ
ム
が
集
め
ら
れ
ま

し
た
。

武
家
屋
敷
周
辺
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
　
町
を
き
れ
い
に
！

　

10
月
31
日
、
秋
田
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
秋
田
県
職
業
能
力
開

発
促
進
大
会
で
、
佐
藤
正
美
さ
ん

(

角
館)

が
秋
田
県
優
良
技
能
者

(

木
型
木
工)

と
し
て
秋
田
県
知

事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
木

型
工
一
筋
に
技
能
研
鑽
に
努
め
、

木
型
模
型
の
手
作
業
製
作
で
高
精

度
の
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
進

技
能
者
の
指
導
育
成
へ
の
尽
力
な

ど
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
秋
田
県
優
良
技
能
者

佐
藤
正
美
さ
ん
受
賞

　

地
場
農
産
物
品
評
会
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

特
別
賞　

仙
北
市
長
賞　

菅
原
秀
夫　

大
根

白
岩
地
域
運
営
体
会
長
賞　

菅
原
廣
一　

つ
ま
わ
ら
じ

第
１
部
（
水
稲
、
豆
類
、
雑
穀
）

１
等
賞　

藤
原
清
良　

玄
米
（
あ
き
た
こ
ま
ち
）

２
等
賞　

菅
原
眞
紀
子　

玄
米
（
あ
き
た
こ
ま
ち
）

３
等
賞　

加
藤
勲　

大
豆
（
す
ず
さ
や
か
）

第
２
部
（
特
用
林
産
、
果
実
、
苗
木
、
花
き
）

１
等
賞　

高
橋
キ
ク
ヱ　

栗
（
西
明
寺
栗
）

２
等
賞　

高
橋
清
人　

柿
（
庄
内
柿
）

第
３
部
（
野
菜
、
い
も
類
）

１
等
賞　

藤
井
ユ
リ
子　

か
ぶ

２
等
賞　

千
葉
カ
ツ
ヱ　

キ
ャ
ベ
ツ

３
等
賞　

草
彅
八
重
子　

さ
つ
ま
い
も

３
等
賞　

高
橋
陽
出
子　

白
菜
（
オ
リ
ン
ピ
ア
）

第
４
部
（
加
工
品
、
漬
物
）

１
等
賞　

雲
雀
リ
ヨ
子　

紫
芋
ゆ
べ
し

２
等
賞　

菊
池
マ
リ　

ナ
ス
と
キ
ュ
ウ
リ
の
佃
煮

３
等
賞　

下
田
三
千
雄　

ト
ン
ビ
舞
茸
（
缶
詰
）

第
６
部
（
工
芸
品
、
手
芸
品
）

１
等
賞　

菅
原
美
智
子　

ベ
ス
ト

２
等
賞　

高
橋
陽
出
子　

リ
ュ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
タ
ー

３
等
賞　

菅
原
正
明　

楓
の
飾
り
台

会場内に並べられた農産物等

地元産のそばやうどんなども販売

振る舞われたお餅は
非常にやわらかく「お
いしい」と高評価

　

高
校
生
か
ら
30
代
ま
で
の
約
20

人
で
構
成
さ
れ
活
動
し
て
い
る
仙

北
若
者
会
議
に
よ
り
制
作
さ
れ
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
小
田
野
直
武
‐
源
内
・

玄
白
が
認
め
た
男
‐
」
が
、
平
成

23
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ

ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
、
10
月
27
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
門
脇
市
長
に
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
に
ぎ
わ
い
を
創
設
し
よ

う
と
制
作
し
た
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

解
体
新
書
を
描
い
た
ふ
る
さ
と
の

偉
人
、
小
田
野
直
武
に
つ
い
て
知

り
、
市
と
直
武
ゆ
か
り
の
地
を
紹

介
す
る
内
容
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
「
解
体
新
書
の
挿
絵
を
描
い
た

人
物
に
つ
い
て
地
元
で
も
よ
く
知

ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
作
品
が

そ
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

仙
北
若
者
会
議
制
作
作
品
　
入
選

　

伊
藤
和
彦
さ
ん
（
田
沢
湖
）
は
、

平
成
５
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
９
月
30
日
ま
で
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
ご
活
躍
。
人
権
相
談
や
啓

発
活
動
な
ど
、
市
民
の
人
権
を
守

る
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍

伊
藤
和
彦
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

10 月 31 日、市役所角館庁舎
で秋田地方法務局大曲支局長
と大曲人権擁護委員協議会会
長から感謝状と記念品が贈呈
されました

　

10
月
21
日
、
秋
田
市
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
38
回
秋
田
県
交

通
指
導
隊
大
会
で
、
優
良
隊
員
と

し
て
、
仙
北
市
か
ら
交
通
指
導
隊

員
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
、
観
閲
式
を
行

う
た
め
秋
田
市
八
橋
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
移
動
し
、
隊
員
の
士
気

高
揚
を
図
り
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

満
7
年
以
上
優
良
隊
員
表
彰

安
達
政
治
、
猪
本
一
、
芳
賀
昌
平

第
38
回
秋
田
県
交
通
指
導
隊
大
会

優
良
隊
員
の
３
人
を
表
彰

八橋多目的グラウンドでの観閲式

　

10
月
26
日
に
秋
田
市
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
「
秋
田
県
食
料
自
給

力
向
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」

の
中
で
、
ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水

産
大
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

農
山
漁
村
活
性
化
部
門
の
大
賞

を
、
仙
北
市
で
そ
ば
の
郷
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
仙
北
市
遊
々

楽
々
３
ト
ピ
ア
会
議
が
受
賞
。
併

せ
て
農
林
水
産
大
臣
賞
も
受
賞
し

ま
し
た
。
会
議
を
構
成
す
る
皆
さ

ん
の
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

遊
々
楽
々
３
ト
ピ
ア
会
議

ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水
産
大
賞
、
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

受賞の報告に市役所を訪れた仙北
市遊々楽々３トピア会議の沢山会
長（写真右）と荒木田副会長（写
真中央）

地
域
の
話
題
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音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
図
ろ
う

と
、
10
月
19
日
、
角
館
南
高
等
学

校
（
菅
原
明
雅
校
長
）
と
、
大
曲

養
護
学
校
（
西
嶋
崇
広
校
長
）
の

生
徒
が
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

角
館
南
高
等
学
校
で
行
わ
れ
た

こ
の
交
流
会
で
は
、
大
曲
養
護
学

校
高
等
部
３
年
生
の
迫
力
あ
る
和

太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
あ

と
、
角
館
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

と
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の
演
奏
や

踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
を

終
え
た
大
曲
養
護
学
校
の
生
徒

は
、「
ほ
か
の
学
校
で
の
演
奏
は

初
め
て
で
緊
張
し
た
。
南
高
の
演

奏
な
ど
が
堂
々
と
し
て
素
晴
ら
し

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

角
館
南
高
等
学
校
音
楽
交
流
会

大
曲
養
護
学
校
と
の
交
流
深
め
る

　

西
明
寺
小
学
校
（
高
橋
智
弘
校

長
）
の
５
年
生
が
、
産
業
祭
で
販

売
さ
れ
た
ネ
ギ
の
収
益
金
を
被
災

地
へ
届
け
て
ほ
し
い
と
、
10
月
27

日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
門
脇
市
長

に
６
万
９
千
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ギ
は
、
地
元
農
家
の
佐

藤
一
也
さ
ん
所
有
の
畑
に
、
５
年

生
の
総
合
学
習
と
し
て
植
え
ら

れ
、
10
月
中
旬
に
収
穫
。
そ
の
後
、

産
業
祭
に
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

届
け
ら
れ
た
義
援
金
は
、
被
災

地
の
小
学
校
に
届
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。

西
明
寺
小
学
校
で
義
援
金

被
災
地
の
役
に
立
ち
た
い

　

神
代
中
学
校
体
育
文
化
後
援
会

が
発
足
50
周
年
を
祝
い
、
10
月
23

日
、
神
代
中
学
校
で
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
徒
や
来
賓
が
多
数
参
加

し
た
式
典
で
は
、
後
援
会
発
足
の

契
機
と
な
っ
た
昭
和
37
年
の
全
県

少
年
野
球
優
勝
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

藤
川
正
博
氏
が
、
当
時
を
振
り
返

り
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

石
井
浩
郎
氏(

参
議
院
議
員
・
元

プ
ロ
野
球
選
手)

の
記
念
講
演
も

行
わ
れ
、
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

質
問
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
に
秋
田
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ

文
化
祭
で
、
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ

田
沢
湖
地
区
老
連
女
性
部
が
創
作

ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

例
年
好
評
を
博
し
て
い
る
田
沢

湖
地
区
老
連
女
性
部
の
創
作
ダ
ン

ス
で
す
が
、
今
年
は
「
ク
ニ
マ
ス

発
見
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作
ダ

ン
ス
を
発
表
。
月
数
回
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
歓
声
を
浴
び
ま
し

た
。

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

田
沢
湖
地
区
老
連
女
性
部

老
人
ク
ラ
ブ
文
化
祭
で
創
作
ダ
ン
ス
披
露

　

10
月
17
日
、
西
明
寺
小
学
校
４

年
生
を
対
象
に
、
頭
首
工
や
上
・

下
水
道
施
設
を
見
学
し
な
が
ら

「
水
の
は
た
ら
き
」
に
つ
い
て
学

ぶ
施
設
見
学
会
が
、
水
土
里
ネ
ッ

ト
に
し
き
（
西
木
土
地
改
良
区　

理
事
長:

伊
藤
長
三
）
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
宮
田
頭
首
工
、

西
明
寺
高
区
浄
水
場
、
西
明
寺
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。
各
施

設
で
水
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

ど
う
や
っ
て
循
環
し
て
い
る
か
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
水
の
大
切
さ

や
地
域
の
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
見
学
会

の
感
想
文
の
中
か
ら
、
一
つ
紹
介

し
ま
す
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
西
木
の
施
設
見
学
会

西
明
寺
小
学
生
が
「
水
の
は
た
ら
き
」
学
ぶ

頭
首
工
見
学
で
お
ど
ろ
い
た
事

四
年
　
藺
藤
明
香
音

　
わ
た
し
が
、
頭
首
工
見
学
で
お

ど
ろ
い
た
事
は
、
水
を
一
番
使
う

時
の
水
の
量
は
二
、
五
ト
ン
だ
と

い
う
事
で
す
。
一
秒
に
ド
ラ
ム
か

ん
が
十
こ
分
の
量
だ
そ
う
で
す
。

二
つ
目
は
、
桧
木
内
川
と
潟
尻
川

の
水
は
と
て
も
き
れ
い
だ
と
い
う

事
で
す
。
桧
木
内
川
と
潟
尻
川
に

は
き
れ
い
な
水
の
中
で
し
か
住
ん

で
い
な
い
魚
や
、
川
虫
な
ど
が
い

る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
に
き
れ
い

だ
と
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
つ

目
は
、
頭
首
工
に
も
伝
説
が
あ
る

と
い
う
事
で
す
。
そ
の
伝
説
は

人
々
の
た
め
に
犠
牲
で
人
柱
に
さ

れ
て
し
ま
っ
た
“
お
小
夜
さ
ん
”

と
い
う
人
の
お
話
で
す
。
と
て
も

悲
し
い
お
話
で
し
た
。
四
つ
目
は
、

頭
首
工
に
も
発
電
機
が
あ
る
と
い

う
事
で
す
。
そ
の
発
電
機
で
停
電

の
時
に
、
施
設
に
電
気
を
送
る
ん

だ
そ
う
で
す
。
五
つ
目
は
、
操
作

盤
が
自
動
的
に
水
門
の
調
整
操
作

や
水
の
状
態
を
記
録
す
る
と
い
う

事
で
す
。
だ
れ
か
人
が
記
録
し
て

い
る
と
思
っ
た
ら
ち
が
い
ま
し

た
。
六
つ
目
は
、
管
理
橋
と
い
っ

て
施
設
の
点
検
、
整
備
用
の
橋
の

長
さ
が
百
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
と
い

う
事
で
す
。
そ
ん
な
に
長
い
と
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に

頭
首
工
で
は
お
ど
ろ
く
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
知
ら
な
か
っ

た
事
が
、
と
っ
て
も
よ
く
分
か
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
頭
首
工
見
学

は
、
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

（
原
文
の
と
お
り
）

　

10
月
23
日
、
た
ざ
わ
こ
吹
奏
楽

団(

田
口
寿
宜
団
長)

に
よ
る
演

奏
会
が
、
介
護
老
人
施
設
「
田
沢

の
郷
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本

民
謡
の
メ
ド
レ
ー
な
ど
の
演
奏

に
、
皆
さ
ん
も
手
拍
子
を
打
ち
な

が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

た
ざ
わ
こ
吹
奏
楽
団
で
は
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
週
1
回
の

練
習
を
し
な
が
ら
慰
問
演
奏
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
連
絡
は090-4049-

9502

田
口
ま
で
）

た
ざ
わ
こ
吹
奏
楽
団

「
田
沢
の
郷
」
で
演
奏
会

　

震
災
後
、
毎
週
日
曜
日
に
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
集
め
て
「
1
コ

イ
ン
募
金
」
を
行
っ
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「P's for J

（
ピ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
・
ジ
ェ
イ
）」
の
一
区
切

り
と
も
言
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
10
月
9
日
、
仙
北
市

民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
、
岩
手
、
宮
城
な
ど
県
外

か
ら
の
参
加
者
も
含
め
て
14
組
が

一
堂
に
会
し
て
会
場
を
盛
り
上

げ
、
観
客
は
し
っ
と
り
と
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
表
面
的
な
復
興
だ
け
で
も
相

当
な
年
月
が
か
か
る
は
ず
。
地
味

で
も
長
く
続
け
る
こ
と
で
、
自
分

も
世
間
も
被
災
地
の
苦
労
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
三
浦

裕
喜
さ
ん
（P's for J 

代
表
）
の

言
葉
に
、
参
加
者
も
観
客
も
大
き

く
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
が
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

神
代
中
学
校
体
育
文
化
後
援
会

発
足
　
周
年
を
祝
う

50

（右）広い畑にネギを植える生徒
（下）収穫も５年生で行いました

川の水を取り入れる取水口。ここにはいろんなゴ
ミが流れてきます

西明寺クリーンセンター（下水処理場）で施設
の役割を学習

宮田頭首工の管理橋から、勢いよ
く流れる水を見学

地
域
の
話
題
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10
月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
、
神

代
市
民
体
育
館
を
主
会
場
に
「
農
・

商
・
工
が
手
を
つ
な
い
で
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

農
林
産
物
等
品
評
会
審
査
の
結
果
、

１
等
賞
16
点
、
２
等
賞
18
点
、
３
等

賞
23
点
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
春
か
ら
の
悪
天
候

な
ど
厳
し
い
環
境
の
中
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
丹
誠
込
め
て
育
て
た
農
産
物

等
が
昨
年
よ
り
も
78
点
多
く
、
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
別
に
宮
城
県
女
川
町

の
皆
さ
ん
が
、
震
災
を
受
け
田
沢
湖

高
原
温
泉
郷
の
ホ
テ
ル
で
避
難
生
活

を
送
っ
た
お
か
え
し
に
と
、
サ
ン
マ

の
つ
み
れ
汁
の
提
供
や
「
獅
子
振

り
」
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
し

た
。
最
後
に
「
生
き
る
力
を
あ
り
が

と
う
」
と
書
か
れ
た
垂
れ
幕
を
出
す

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
、
来
場
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第 7 回　仙北市産業祭
「農・商・工が手をつないで」テーマに開催

敬
称
略
・（ 

）
内
は
集
落
名
、☆
印
（
１

等
賞
兼
特
別
賞
）
◎
印
（
１
等
賞
）

第
１
部
水
稲
・
豆
類
・
雑
穀
（
出

品
20
点
）【
仙
北
農
業
共
済
組
合

長
理
事
賞
】
☆
俵
米　

藤
島
純
一

（
西
木
町
戸
沢
）
第
２
部
特
用
林
産

物
・
果
実
・
苗
木
・
花
き
（
出
品

33
点
）【
仙
北
東
森
林
組
合
代
表
理

事
組
合
長
賞
】
☆
生
し
い
た
け　

黒
坂
和
夫
（
角
館
町
鬼
壁
）
◎
り

ん
ど
う　

田
口
藤
興(

角
館
町
八

卦
）
第
３
部
野
菜
・
い
も
類
（
出

品
２
８
４
点
）【
仙
北
市
長
賞
】
☆

山
の
芋　

草
彅
コ
ン
（
田
沢
湖
神

代
中
央
通
）、
☆
VS
ほ
う
れ
ん
草

　

佐
藤
信
行
（
西
木
町
浦
子
内
）

【
秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

長
賞
】
☆
ネ
ギ　

佐
藤
真
莉
（
西

木
町
山
崎
）、
☆
ゴ
ボ
ウ　

千
田

吉
栄
（
田
沢
湖
谷
地
村
）、
☆
小

松
菜　

浅
利
忠
幸
（
西
木
町
大
台

野
）【
仙
北
市
議
会
議
長
賞
】
☆

VS
春
菊　

門
脇
昭
子
（
西
木
町
大

台
野
開
）【
秋
田
お
ば
こ
農
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞
】
☆

山
の
芋　

藤
川
智
裕
（
田
沢
湖
中

関
）、
☆
霜
降
り
イ
ン
ゲ
ン　

会

場
義
昭
（
田
沢
湖
太
田
）、
☆
キ
ュ

ウ
リ　

佐
々
木
吉
幸
（
角
館
町
大

中
嶋
）【
仙
北
市
農
業
委
員
会
長

賞
】
☆
キ
ャ
ベ
ツ　

長
沢
弘
子
（
角

館
町
下
延
切
欠
田
）【
珍
品
賞
】
に

ん
じ
ん　

青
柳
忠
明
（
角
館
町
下

延
大
畑
）
第
４
部
食
品
加
工
（
出

品
31
点
）【
仙
北
市
商
工
会
長
賞
】

☆
あ
げ
干
し
も
ち　

雲
雀
せ
つ
子

（
角
館
町
別
当
村
）
第
５
部
葉
た
ば

こ
（
出
品
18
点
）【
秋
田
県
た
ば
こ

耕
作
組
合
長
賞
】
☆
葉
た
ば
こ　

千
葉
恭
子
（
田
沢
湖
小
松
）
第
６

部
工
芸
品
・
手
芸
品
（
出
品
19
点
）

【
仙
北
市
長
賞
】
☆
レ
ー
ス
編
み

　

阿
部
ヒ
デ
ヨ
（
西
木
町
上
門
屋
）

菊
花
の
部
入
賞
者

【
大
菊
（
厚
物
・
細
物
）】
最
優
秀

賞　

古
郡
一
美　

優
秀
賞　

太
田

弘
、
古
郡
一
美　

優
良
賞　

武
藤

長
衛
、
中
村
六
郎　

努
力
賞　

阿

部
義
信
、
柏
谷
朝
二
、
岩
沢
昭
夫

農
林
産
物
等
品
評
会

工作コーナーは子どもに人気

食の伝道師「仙北ばぁば」
は 30 分クッキングを実演

女川町の皆さんが
サンマのつみれ汁を振るまう

会
場
に
設
置
さ
れ
た
秋
の
農
村

新米、ジャムなど試食も好評

会
場
に
並
ぶ
見
事
な
出
展
品
の
数
々

●日ごろの活動成果を発表
　仙北市文化祭が、10 月 22 日・23 日に角館地区、

10 月 29 日・30 日に田沢湖地区、11 月５日・６日に
西木地区でそれぞれ行われました。

　各会場には、日ごろの活動成果の絵画や書道、陶芸、

手芸、生け花、短歌などが多数展示され、来場者は様々

な文化にふれ合いました。

第７回 仙北市文化祭

角館地区（会場：角館交流センター）　今年の文化祭は

角館地区からスタート。会場内の展示のほか、角館中

学校オーケストラの演奏が行われ、和室では茶道連盟

の皆さんがお茶を振る舞いました。２日目は角館芸術

文化協会会員による民謡や踊りなどが披露されました。

西木地区（会場：クリオン多目的ホール・体育館）　桧木

内中学校吹奏楽部の演奏から始まった西木地区。展示

のほかにも、広報の表紙絵を描く鈴木一枝さんの絵手

紙体験が行われました。２日目はクリオン２階ホール

で地元の団体・サークルが踊りや太鼓、歌などを発表

しました。

田沢湖地区（会場：生保内市民体育館）　会場入り口付

近に飾られた幼稚園・保育園児の作品が来場者を迎え

ます。七宝焼きや革ひもアクセサリーの体験コーナー

ではオリジナル作品の制作を楽しむ様子も見られまし

た。ＪＡ直売部会「田沢湖加工グループ」による野菜

の即売会も好評でした。

角館地区 田沢湖地区 西木地区

　

11
月
６
日
の
秋
田
魁
新
聞
「
私
の
注

目
記
事
」
に
載
っ
た
、
北
秋
田
市
の
佐

藤
宏
樹
君
（
綴
子
小
学
校
６
年
生
）
の

疑
問
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
記
事
に
は

「
被
災
地
思
い
判
断
を
」
と
い
う
見
出
し

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

「
ぼ
く
は
震
災
が
れ
き
受
け
入
れ
ゼ
ロ

と
い
う
記
事
を
読
ん
で
、
秋
田
県
も
東

北
な
の
に
、
な
ぜ
が
れ
き
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
の
か
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

～
今
も
震
災
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い

る
の
に
、
受
け
入
れ
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
ら

と
考
え
る
と
、
と
て
も
悲
し
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
～
が
れ
き
に
放
射
性
物

質
が
入
っ
て
い
て
も
、
体
に
影
響
の
な

い
も
の
を
選
ん
で
、
少
し
で
も
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
～
被

災
地
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」。

　

宏
樹
君
、
確
か
に
今
は
、
受
け
入
れ

を
表
明
し
て
い
る
市
町
村
が
ゼ
ロ
で
す
。

君
が
悲
し
む
現
実
が
あ
り
ま
す
。
で
も

ね
、
多
く
の
市
町
村
長
の
本
心
は
「
何

と
か
受
け
入
れ
を
し
て
、
復
興
の
支
援

を
し
た
い
。
た
だ
し
受
け
入
れ
の
安
全

性
を
説
明
で
き
る
か
、
安
全
な
仕
組
み

を
つ
く
れ
る
か
、
受
け
入
れ
し
た
こ
と

で
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
風
評
被
害
と
、

向
き
合
う
力
が
あ
る
か
」
…
。
こ
ん
な

風
に
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
自
分
は
そ

う
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
聞
を
読
ん
で
、
宏
樹
君
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま

す
。
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
何
も
解
決

し
ま
せ
ん
ね
。
思
い
は
行
動
を
伴
わ
な

け
れ
ば
、
思
わ
な
い
こ
と
と
同
じ
。
た

だ
思
う
だ
け
で
は
、
何
も
変
わ
ら
な
い

し
、
誰
を
救
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
人
は
、
子
ど
も
よ
り
も
た
く
さ
ん

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大

人
は
そ
の
情
報
を
分
析
し
、
で
き
る
だ

け
痛
み
の
少
な
い
、
誰
か
ら
も
批
判
の

出
な
い
行
動
を
選
び
が
ち
で
す
。
で
も

本
当
に
大
事
な
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ

て
は
ダ
メ
で
す
ね
。
特
に
今
は
、
被
災

地
の
た
め
に
労
を
厭
わ
な
い
、
信
念
の

行
動
が
必
要
な
の
で
す
か
ら
。

　

震
災
が
起
こ
っ
た
直
後
か
ら
、
市
民

も
議
会
も
行
政
も
、
全
力
で
復
興
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
た
仙
北
市
で
す
。
が

れ
き
問
題
に
も
背
を
向
け
ま
せ
ん
。

「
宏
樹
君
の
疑
問
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記
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　10 月 29 日（土）、健康管理センターで、「子

ども歯ッピーフェア」を開催しました。今回表彰

されたのは、平成 23 年 5 月から平成 23 年 10

月までの 3 歳児健診で、むし歯の無かった 54 人

のお子さんです。秋田県歯科医師会の歯科衛生士

や保健課の栄養士による、むし歯予防についての

お話を聞き、表彰式、記念撮影を行いました。

　参加者から、「むし歯予防のために頑張ったこ

と」を出していただきました。お子さんの写真と

ともに紹介します。皆さんの参考にしてみてくだ

さい。（敬称略）

子ども

歯ッピー
フェア

●浅
あ さ り

利　心
こ こ あ

愛　　　●石
い し ご う お か

郷岡　瑚
こ こ

子

●菊
き く ち

池　倫
り ん た ろ う

太郎　　●木
き も と

元　ひなた

●畠
はたけやま

山　栞
しおり

　　　　●芳
は が

賀　まりあ

●芳
は が

賀　さりな　　●藤
ふ じ わ ら

原　結
ゆ あ

愛

今回参加できませんでしたが、
むし歯の無かったお子さんです。

むし歯予防のために

気をつけたこと！

頑張ったこと！

①
歯
み
が
き
に
つ
い
て

◎
毎
日
、
歯
み
が
き
（
仕
上
げ
み
が
き
）  

　

を
頑
張
っ
た
。

◎
夜
の
仕
上
げ
み
が
き
は
特
に
丁
寧
に

　

し
て
い
る
。

◎
家
族
み
ん
な
で
歯
み
が
き
を
し
、
楽
し

　

み
な
が
ら
習
慣
づ
け
る
よ
う
に
し
た
。

◎
い
ろ
い
ろ
な
歯
み
が
き
剤
を
試
し
て
、

　

楽
し
く
歯
み
が
き
を
し
て
い
る
。

◎
歯
磨
き
の
後
は
、
フ
ッ
素
入
り
ジ
ェ

　

ル
を
使
用
し
て
い
る
。

◎
親
と
子
が
向
き
合
っ
て
、
お
互
い
に

　

相
手
の
歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
、
み
が

　

き
合
い
を
し
た
。

②
お
菓
子
な
ど
甘
い
も
の
に
つ
い
て

◎
甘
い
も
の
（
お
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
、
あ

　

め
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）
は
量
を
決

　

め
て
食
べ
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

◎
ダ
ラ
ダ
ラ
食
い
を
し
な
い
よ
う
に
気

　

を
つ
け
た
。

◎
お
や
つ
の
後
は
水
や
お
茶
で
う
が
い

　

を
す
る
よ
う
に
し
た
。

◎
甘
い
物
は
親
も
一
緒
に
食
べ
な
い
よ

　

う
に
し
た
。　

③
そ
の
他
の
工
夫
に
つ
い
て

◎
む
し
歯
が
な
く
て
も
、
歯
医
者
さ
ん

　

に
行
っ
て
定
期
健
診
や
フ
ッ
素
塗
布

　

を
受
け
て
い
る
。

◎
ち
ゃ
ん
と
一
人
で
頑
張
っ
た
と
き
は
、

　

歯
医
者
さ
ん
か
ら
買
っ
た
キ
シ
リ
ト
ー

　

ル
入
り
の
ガ
ム
を
あ
げ
る
よ
う
に
し

　

た
。

◎
兄
弟
も
む
し
歯
が
な
く
、
メ
ダ
ル
を

　

も
ら
っ
た
の
で
、
自
分
も
メ
ダ
ル
が

　

欲
し
い
と
歯
み
が
き
を
頑
張
っ
た
。

◎
親
の
姿
を
見
て
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

　

を
願
い
、
親
が
先
に
な
り
、
歯
み
が

　

き
を
頑
張
っ
た
。

◎
大
人
と
同
じ
箸
を
使
わ
な
い
よ
う
に

　

気
を
つ
け
た
。

◎
歯
み
が
き
が
で
き
な
い
と
き
は
う
が

　

い
を
し
た
。

◎
ネ
ッ
ト
で
「
歯
み
が
き
ソ
ン
グ
」
を

　

見
な
が
ら
、
歯
み
が
き
の
仕
方
を
ま

　

ね
な
が
ら
、
楽
し
く
歯
み
が
き
を
し

　

た
。

子ども歯ッピーフェア

加
か が や

賀谷　龍
り ゅ う の す け

之介加
か と う

藤　彩
あ や の

乃加
か と う

藤　はな

菅
す が わ ら

原　颯
そ ら

空鈴
す ず き

木　日
ひ よ り

瑶里高
た か は し

橋　利
と し あ き

瑛髙
た か は し

橋　春
は る き

喜高
た か は し

橋　真
ま お

緒田
た ぐ ち

口　健
た け る

成

木
き も と

元　瑞
みずき

小
こ ば や し

林　直
な お つ ぐ

嗣佐
さ さ き

々木　彩
あ ゆ

結

田
た ぐ ち

口　野
の あ

愛田
た ぐ ち

口　歩
ほ の か

乃佳田
た ぐ ち

口　結
ゆ い こ

子竹
た け だ

田　将
し ょ う た

太館
た て お か

岡　未
み く

空千
ち ば

葉　琉
り ゅ う あ

愛

阿
あ べ

部　大
や ま と

和江
え ば し

橋　希
ま お

音小
お だ な が

田長　武
ぶ し ょ う

松千
ち よ

代　竜
た つ の ぶ

長鶴
つ る ま ち

町　花
は な か

香寺
て ら に し

西　琴
こ と み

美根
ね も と

本　祐
ゆ う た

太畠
はたけやま

山　凜
り お ん

穏羽
は ね が わ

根川　穂
ほ の か

香

門
か ど わ き

脇　柊
し ゅ う や

也 川
か わ い

井　羅
ら い む

夢 木
き も と

元　陽
ひ な み

南美樋
ひ ぐ ち

口　敬
け い じ

治藤
ふ じ か わ

川　桂
け い た

太藤
ふ じ き

木　麻
ま い

衣藤
ふ じ む ら

村　壮
そ う た

汰細
ほ そ か わ

川　楼
ろ あ ん

庵三
み う ら

浦　真
ま り あ

梨愛

佐
さ さ き

々木　奈
な な み

々美佐
さ と う

藤　拓
た く み

実清
しみず

水　陽
あきほ

帆宮
み や ざ き

崎　凛
り ん

茂
も て ぎ

木　桜
ら み

美矢
や は ぎ

作　壮
そ う た

汰

赤
あ か く ら

倉　光
ひ か り

莉 浅
あ さ り

利　渓
け い す け

輔浅
あ さ り

利　柚
ゆ ず き

稀

吉
よ し だ

田　晄
こ う だ い

大
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平成 24 年度　仙北市立保育園入園申込みのご案内

認可保育園
入園基準 / 保護者の家庭内外における労働、病気や出産、家族の介護な
どのため、家庭での保育が難しい就学前の児童

保育園名 定員 入園対象 所在地

生保内保育園 120 人 0 歳から 田沢湖生保内字武蔵野 117-263

神代保育園 100 人 0 歳から 田沢湖神代字珍重屋敷 89-3

角館保育園 190 人 0 歳から 角館町中菅沢 91-1

白岩小百合保育園 60 人 0 歳から 角館町白岩上西野 93-1

角館西保育園 60 人 1 歳から 角館町雲然田中 437-2

中川保育園 45 人 1 歳から 角館町川原羽黒堂 324-1

にこにこ保育園 90 人 0 歳から 西木町門屋字六本杉 2-1

ひのきない保育園 50 人 0 歳から 西木町桧木内字高屋 137

受付期間 /12月1日（木）～26日（月）
申込方法 / 子育て推進課（西木庁舎）、地域セン
ター窓口（角館庁舎・田沢湖庁舎）、各出張所、
各保育園にある申込書に必要事項を記入し、受
付期間内にお申し込みください。
　現在、入園している方には、保育園を通じて
申込書をお渡しします。
添付書類（申込み時まで準備できない書類は、
準備ができ次第速やかに提出してください）/
①平成 23 年分 源泉徴収票の写し
②平成 23 年分 確定申告書の写し（確定申告す
　る方は申告後に必ず提出）
③平成 24 年度 市町村民税・県民税申告書の写
　し（①②が無い場合）
④平成 23 年 1 月 2 日以降に仙北市へ転入された
　方は、前住所地での平成 23 年度住民税課税（ま
　たは非課税）証明書
⑤就労証明書その他必要な書類（病気や出産な
　どの理由による入園の場合、医師の診断書や
　身障手帳、母子手帳が必要です）
保育料 / 保護者の所得や家庭の状況、児童の年
齢などにより異なります。

へき地保育園
　入園希望の方は、子育て推進課（西木庁舎）または上桧木内出張所に
ある申込書を受付期間内に提出してください。

保育園名 定員 入園対象 所在地

かみひのきない保育園 15 人 3 歳から 西木町上桧木内字大森 37

受付期間 /12月1日（木）～26日（月）

問合せ / 仙北市子育て推進課　子育て支援係　 43-2280

平成 24 年度　仙北市内幼稚園入園申込みのご案内

市立幼稚園

　幼保同居施設で、一本化した
保育・教育計画のもと、“ 遊び
の中の学び ” と “ 豊かな体験 ”
を大切にした保育で子どもたち
の生きる力を培っています。ま
た、各年齢の育ちを保障しなが
ら就学前教育の充実を図りたい
と考えています。

対象 定員
5 歳児 平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 40 人
4 歳児 平成 19 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 30 人
3 歳児 平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 20 人

給食 /300 円×教育日数（預かり保育時の給食含む）
★募集にあたり説明会を実施しますので、都合の良い日時を選んで、お気軽にお出で
ください。
① 12 月2日（金）18：00 ～　② 12 月6日（火）16：00 ～　③ 12 月6日（火）18：00 ～
問合せ / 43-0475

生保内幼稚園

　園を取り巻く環境（自然、地
域、人）を活用しながら、人と
しての情感や、生きる力の基礎
となる様々な力を育んでいきま
す。少人数の良さを最大限に生
かして、一人一人の育ちを大事
にし、心身の成長を支援しなが
ら、就学前教育の充実を図って
います。

対象 定員
5 歳児 平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた幼児

60 人4 歳児 平成 19 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日までに生まれた幼児
3 歳児 平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日までに生まれた幼児

満 3 歳児 満 3 歳になったら随時受付しています。

★昼食は弁当持参
★募集にあたって体験入園を受け入れます。田沢幼稚園の様子をご覧になりたい方は、
事前にご連絡のうえ、お出でください。（体験入園実施日：12 月 15 日）
問合せ / 42-2250

　保育園と一体的運営の中で、
0 歳児から 5 歳児までの成長、
発達の連続性を大事にした保育
を目指します。異年齢児との交
流、自然とのふれ合い体験、地
域の人々との交流、小学校との
連携などを通し、人と関わる力
や、将来生きていくための力の
基礎づくりに努めます。給食を
実施しています。

対象 定員
5 歳児 平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた幼児

60 人4 歳児 平成 19 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日までに生まれた幼児
3 歳児 平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日までに生まれた幼児

給食 /300 円×教育日数（預かり保育時の給食含む）
問合せ / 44-3628

保育料 / 月額 3,500 円
預かり保育 / 月額 3,000 円（延長保育や長期休業中に保育を希望する場合）
保育対象児 /3 歳児・4 歳児・5 歳児
保育日 / 月曜日から金曜日。ただし、土曜日に行事等を実施する場合は、保
育日になります。

申込受付期間 /12月1日（木）～26日（月）
申込先 / 希望する幼稚園に願書を提出
※願書は各幼稚園・市教育委員会・各地域センター・各出張所にあります。

　創立 50 年の伝統と共に、家
庭や地域における幼児教育に努
めています。集団生活や体験活
動を通じて、人とのかかわりの
大切さ、心身共に健康な子ども
の育成を目指します。
●スクールバス運行・完全給食
実施・預かり教室実施（平日、
長期休み、利用料無料）

対象 定員
5 歳児 平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 30 人
4 歳児 平成 19 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 20 人
3 歳児 平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 20 人

満 3 歳児 満 3 歳になったら随時受付しています。 10 人

問合せ / 学校法人　真栄学園　かくのだて幼稚園　 53-2110　FAX 49-8040
★願書受付中
新入園児面接日／平成 24 年 2 月 4 日（土）13：00 ～

田沢幼稚園

神代幼稚園

共通事項 かくのだて幼稚園

私立幼稚園
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　日中、仕事などで市税を納めることができない方
のために、夜間納税窓口を開設します。
　また、諸事情により市税を納めることが困難な方
のために納税相談窓口も併せて開設しますのでお気
軽にご来庁ください。

●日時／ 11 月30日（水）17：15 ～ 19：00
＊開設時間に都合がつかない場合は、事前にご連絡
ください。
●場所／税務課（田沢湖庁舎）、角館・西木地域セン
　ター
●問合せ／税務課　 43-1117
＊多重債務に関する相談も随時行っていますので、
ご遠慮なく来庁またはご連絡ください。

●平成23年11 月 30 日納期限の税目は下記のとおり
　です。口座振替日も納期限と同日ですので、前日
　まで通帳の残高をご確認ください。
●平成 23 年 11 月 30 日納期限／国民健康保険税第 5
　期・後期高齢者医療保険料（普通徴収）第 5 期・
　固定資産税第 4 期

11月30日夜間納税窓口
開設のお知らせ

桧木内地区簡易水道給水区域管路台帳作
成のため調査を実施します
　下記日程で管路調査を行います。大変ご迷惑をお
かけしますが、ご協力をお願いします。　
●調査地区／桧木内地区簡易水道給水区域全域（小
　波内・吉田・小滝・相内・松葉・橋掛通り・高屋・
　畑中・山口・潟野・十二峠）

●調査期間／平成 23 年 11 月  1 日から平成 24
　年 3 月 19 日まで　9：00 ～ 16：00
＊調査のため調査員が訪問し敷地内に立ち入る場合
がありますので、ご協力お願いします。

水道水の放射能物質を調査しました
　水道水の水源 ( 角館 5 カ所・田沢湖 9 カ所・西木
10 カ所 ) の放射能物質（放射性ヨウ素 -131・セシウ
ム -134・セシウム -137）を調査しました。
　全ての調査カ所で「不検出」でしたのでお知らせ
します。（測定日：平成 23 年 10 月 20 日）

水道料金の統一を審議しています
　現在の水道料金は旧３町村が制定したもので各地
区によって異なっています。仙北市水道運営審議会
では料金統一に向け審議しています。

神代地区水道整備計画を策定しています
　未整備地域の内、第一段階として岡崎地区および
谷地川、森腰地区の整備計画を策定しています。国
から事業認可を受け次第、説明会を開催しますが、事
業費に対しては分担金等はありません。ただし、配
水管から自宅に引き込む工事費は、加入者のご負担
となります。

●問合せ／企業局　 54-2388

企業局からお知らせ

角館総合病院
●募集職種・採用予定人数・受験資格／

①薬剤師　1 人
　 新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、薬
　　剤師免許取得見込みの者
　 経験者／平成 24 年 4 月 1 日現在満 30 歳未満の
　　者で、現に薬剤師免許を有し、保険医療機関等
　　で薬剤師業務の経験がある者

②作業療法士　１人
　 新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、作
　　業療法士免許取得見込みの者

③看護師　５人
　 新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、看
　　護師免許取得見込みの者
　 経験者／平成 24 年４月１日現在満 40 歳未満の
　　者で、現に看護師免許を有し、保険医療機関等
　　で看護師業務の経験がある者

●受付期間／平成 24 年 1 月 13 日（金）正午まで
●試験日時・場所／平成 24 年 1 月 23 日（月）
　 受付 13：00 ～　 試験開始 13：30 ～
　角館総合病院
●申込方法／角館総合病院へお問い合わせください。
＊次の欠格事項に該当する方は受験できません。
　①日本国籍を有しない者
　②地方公務員法第 16 条の規定により地方公務員と
　　なることができない者

仙北市病院事業の職員を募集します

田沢湖病院
●募集職種・採用予定人数・受験資格／

看護師　4 人
　 新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、看
　　護師免許取得見込みの者
　 経験者／平成 24 年４月１日現在満 40 歳未満の
　　者で、現に看護師免許を有し、保険医療機関等
　　で看護師業務の経験がある者

●受付期間／平成 24 年 1 月 13 日（金）正午まで
●試験日時・場所／平成 24 年 1 月 20 日（金）
　 10：00 ～　田沢湖病院
●申込方法／田沢湖病院へお問い合わせください。
＊次の欠格事項に該当する方は受験できません。
　①日本国籍を有しない者
　②地方公務員法第 16 条の規定により地方公務員と
　　なることができない者

田沢湖病院臨時職員（看護師）
2 人募集
　 現に看護師免許を有し、保険医療機関等で看護
　　師業務の経験がある者

●受付期間／平成 24 年 1 月 31 日（火）まで
●試験日時・場所／申し込みがあった時点で試験日
　時を調整のうえ、後日連絡します。
●申込方法／ハローワーク角館から紹介状と履歴書
　を持参または郵送で田沢湖病院まで提出してくだ
　さい。

　東日本大震災の影響により延期されていた選挙が、
福島県では 11 月 20 日（日）に執行されます。 
　仙北市でもこの選挙の不在者投票を行うことがで
きますので、手続きについては仙北市選挙管理委員
会事務局へご相談ください。 
●問合せ／選挙管理委員会　 43-1150

選挙情報
福島県から仙北市へ
避難している皆様へ

　11 月 1 日からインフルエンザ予防接種を実施して
います。
　詳細はお問い合わせください。
　ホームページにも掲載しています。

http://www.hana.or.jp/~thos/

＊ 1 歳未満の乳児と妊婦の方は受付していません。
 ●問合せ／田沢湖病院　 43-1131

田沢湖病院
インフルエンザ予防接種を
実施しています

  
　出稼ぎなどで新しく会社の社会保険に加入した場
合、自動的に国民健康保険の資格が喪失されること
はありません。手続きをしなかった場合、健康保険
に 2 重に入っていることになり、支払う必要のない
国保税がかかってしまうことになります。
　すでに首都圏でお仕事されている方もいらっしゃ
るかと思いますが、ご家族であれば手続きをするこ
とができます。「本人が手続きしていったかどうかわ
からない」「手続きにはどのような書類を持っていっ
たらよいかわからない」など不明な点がありました
らお気軽にお問い合わせください。
●問合せ／市民課　国保年金係　 43-3307

国民健康保険の喪失の手続きはお済みですか？
出稼ぎなどで社会保険に加入したら
手続きが必要です

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

semboku city information

●問合せ／角館総合病院　 54-2111
　　　　　田沢湖病院　　 43-1131
　　　　　仙北市医療局　 43-1210

●空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jp

へ空メールを送信してください。返信されるメール
の内容に従って本登録を行ってください。

●仙北市安全・安心住民情報からも登録できます。
http://anshin.city.semboku.akita.jp

 ●問合せ／総合情報センター
　 43-3339

「仙北市安全・安心メール」に
ご登録ください！

semboku city information

市役所からの
お知らせ
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８９11 10　市では、不法投棄を監視するため、不法投棄監視
員を委嘱し、パトロールを行うなど、取組を強化し
ています。その結果、警察の追及により投棄者が判
明し、罰則を受けた事例があります。
　「自然と人が輝く環境にやさしいまち・仙北市」を
守り育てていくためにも、私たち一人ひとりが、真
剣に環境について考えていかなければなりません。

自分の土地を適正に管理する
　「久しぶりに自分の土地を見に行くと多量のごみ
が捨てられていた」「市からの通報で自分の土地に
ごみを捨てられていることを知った」などのケース
が多く報告されています。自分の所有地に不法投棄
が行われ投棄者が判明しない場合は、土地の所有者
が自らの責任でごみを撤去しなければなりません。
ですから、不法投棄をされないような状況を作るこ
とが大切です。

【具体的な対策として例をあげると】
　所有地への進入防止対策（ロープやネットを張る）、
見回り、草刈り等の実施。「不法投棄禁止」等の警告
看板を設置する。（市役所で看板を提供しています）

●問合せ／環境防災課　 43-3308

やめよう不法投棄
不法投棄は犯罪です！

不法投棄の禁止と罰則規定（抜粋）
　不法投棄は「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律」により罰せられます。
（投棄禁止）第 16条　何人も、みだりに投棄
物を捨ててはならない。
（罰則）　第 25 条　5年以下の懲役若しくは、
1,000 万円以下の罰則に処せられ、又はこれ
を併科する。

　家庭の分電盤に配線し、電気使用量の増減が見え
る「省エネナビ」を無料貸出します。
　節電対策への取組効果の見える「省エネナビ」を
ぜひご活用ください。
●対象／仙北市内に住所を有する一般家庭
　①ご利用を希望する場合は、環境防災課に直接お
　　越しください。その際は、免許証など身分を証
　　明するものを持参してください。
　　　なお、あらかじめ電話をいただけければ、確 
　　実な受け渡しが可能です。
　②貸出期間は、原則 7 日以内とします。
　③節電や省エネに対する取組について、実施した
　　内容や効果、感想等を報告していただきます。
　④省エネナビの貸出し費用は無料ですが、貸出し・
　　返却に係る費用は借受けた方の負担とします。
　⑤省エネナビの使用に当たっては、次の行為を行
　　わなでください。
　　（１）借受けた省エネナビの第三者への貸し出し
　　（２）営利を目的とした行為
　　（３）不正な利用またはそれを助けるような行為
　　（４）その他法令等に違反する行為
　⑥省エネナビの設置は、説明書に従い正確に行っ
　　てください。
　⑦省エネナビは、借受けた方の責任で管理および
　　使用するものとし、省エネナビの使用による家
　　電製品等の故障、損害等について、市は一切の
　　責任を負わないものとします。
　⑧故障もしくは重大な過失により借受けた省エネ
　　ナビを亡失または損傷したときは、省エネナビ
　　を弁償いただく場合があります。
　⑨貸出承認期間終了後は、速やかに返却願います。
●問合せ／環境防災課　 43-3308

省エネナビ
無料貸出しのご案内（家庭向け）

【特別障害者手当】
　20 歳以上で精神または身体に著しく重度の障がい
があるため、常時特別の介護を必要とする在宅の方
に支給されます。
●支給額／月額 26,340 円
●問合せ／社会福祉課　障がい福祉係　 43-2288

【障害児福祉手当】
　20 歳未満で精神または身体に重度の障がいがあ
り、日常生活が著しく制限され、常時介護を必要と
する在宅のお子さんを対象に支給されます。
●支給額／月額 14,330 円
●問合せ／社会福祉課　障がい福祉係　 43-2288

【特別児童扶養手当】
　20 歳未満で精神または身体に中度以上の障がいが
あるお子さんを扶養している父、もしくは母、また
は養育者を対象として支給されます。
●支給額／ 1 級（重度障がい児）月額 50,550 円
　　　　　 2 級（中度障がい児）月額 33,670 円
●問合せ／子育て推進課　家庭援護係　 43-2280

ご存じですか？
障がいがある方への手当制度

救急医療情報キット（Ｑ救ちゃん）とは
　ひとり暮らしの高齢者の方の安全・安心を確保す
ることを目的に「かかりつけ医」「薬剤情報」「持病」
などの医療情報を記載した用紙や必要に応じて「診
察券（写）」「健康保険証（写）」などの情報を専用の
容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管することで、万一
の救急時に備えるものです。
 
　救急等の緊急事態が発生した際には、救急隊等が
救急医療情報キットを活用することにより、迅速な
救急活動体制を確保できるようにします。

①救急医療情報キット本体
②冷蔵庫用マグネットシール
③緊急連絡カード

●配布対象者／仙北市に在住している 65 歳以上のひ
　とり暮らしの方

●配布期間／平成 23 年 11 月 14 日～平成 24 年
　1 月 31 日
●申込方法／本人または代理の方が、次の窓口で「申
　請書」を記入しキットを受け取ることができます。
　（１）長寿支援課（西木庁舎）　 43-2281
　（２）田沢湖地域センター　　　 43-1115
　（３）角館地域センター　　　　 43-3309
　（４）田沢出張所　　　　　　　 43-1351
　（５）神代出張所　　　　　　　 43-1352
　（６）桧木内出張所　　　　　　 48-2001
　（７）上桧木内出張所　　　　　 49-2159
●問合せ／長寿支援課　 43-2281

65 歳以上のひとり暮らしの方へ

救急医療情報キット（Ｑ
きゅう

救ちゃん）を
無料で配布します

①
②

③

救急医療情報キット

市
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市役所からのお知らせsemboku city information

【請求手続き】
　支給要件に該当すると思われる方は、所定の
診断書等が必要な場合もありますので、問い合
わせ先に確認のうえ、請求の手続きをしてくだ
さい。認定を受けることにより、請求をした日
の属する月の翌月分から支給されます。

【手帳がなくても ･･･】
　これらの手当は身体障害者手帳や療育手帳を
お持ちでなくても、同程度の障がいがある方は
対象となります。ただし、障がいのある方が施
設などに入所している場合や、障がいを事由と
して公的年金を受けることができる場合は対象
になりません。また、特別児童扶養手当は、障
がいを事由としてお子さんが公的年金を受ける
ことができる場合は、対象になりません。

【所得制限】
　請求者、同居の扶養義務者について所得制限
があります。
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イベント

だしのこ園
わんぱくフェスタ

　生保内保育園・生保内幼稚園では、今

年度も『わんぱくフェスタ』を開催し

ます。子どもたちがいきいきと発表する

姿やイメージ豊かな制作物などを、たく

さんの方々にご覧いただきたいと思いま

す。地域の方々のご来園を心よりお待ち

しています。

●日時／ 11 月 30 日（水）10：00 ～

11：30　●場所／だしのこ園ホール・

保育室前廊下　●問合せ／生保内保育

園　 43-1025　生保内幼稚園　

43-0475

講座・講習

第 59 回世
よ こ ず き

古寸喜展

　すっかり師走の行事として定着した

「世古寸喜展」が今年も 12 月 3 日から

５日まで、角館交流センター多目的ホー

ルを会場に開催されます。

　永 六輔さん、矢口 高雄さんなど多数

の仙北市ゆかりの著名人の色紙等が展示

され、希望の方にはお買い上げいただき、

歳末助け合いにご協力いただきます。

　「晴陽会」日本画展、パッチワークキ

ルト展も同時開催します。

　市外の知人、友人の方々にも声をかけ

ていただき、皆様お誘い合わせのうえ、

会場にお越しください。

●日時／ 12 月 3 日（土）～ 5 日（月）

9：00 ～ 16：00（5 日は 13：00 ま

で）　●会場／角館交流センター　多目

的ホール（角館町中菅沢 77-30）　●

問合せ／世古寸喜展世話人会事務局　

54-1110
仙北地方
ささらシンポジウム

　ささらは仙北地方になくてはならない

貴重な芸能です。しかし、その一方で様々

な困難を抱えているのも事実です。ささ

らを地域で末永く伝承していくため、こ

の芸能の価値や意義を明らかにし、その

存続・発展のためになすべきことはなに

か、大いに議論しましょう。

●日時／ 12 月 4 日（日）13：00 ～

16：30（12：30 開場）　●会場／温

泉ゆぽぽ本館「紫苑」　●入場／無料　

●定員／ 120 人（当日先着順）　●問

合せ／一般財団法人民族芸術研究所　

44-3903

秋田県民ミュージカル

「白瀬中尉物語　－南十字
星のもとにー」公演案内

　日本人初の南極探検に挑んだ秋田の偉

人・白瀬矗。その業績を讃える企画「白

瀬日本南極探検隊 100 周年記念プロ

ジェクト」が 3 カ年にわたって開催さ

れてきました。

　そのファイナルとして、秋田県では初

めての県民参加によるミュージカル「白

瀬中尉物語－南十字星のもとに－」が上

演されます。

　平成 22 年 10 月のオーディションで

選ばれた 30 人の皆さんは、県内 11 市

町村から参加。年齢は 17 歳から 72 歳。

基礎レッスンから始まり、1 年 2 カ月

の稽古を積み上げて舞台にのぞみます。

このほか、秋田市民合唱連盟、たなはし

あゆこバレエスクール、わらび座から

の出演者を合わせると総勢 100 人！県

内ではかつてない規模のミュージカルで

す。ぜひご観劇ください。

●上演日程／

▲

平成 24 年 1 月 22 日

（日）　大仙市大曲市民会館　13：30

～（13：00 開場）　

▲

平成 24 年 2 月

5 日（日）　秋田市文化会館　13：30

～（13：00 開場）　●料金／一般 1,000

円（当日 1,500 円）　中高校生 700 円

（当日 1,000 円）　小学生 500 円（当

日 800 円）　●チケット窓口／白瀬南

極探検隊記念館、わらび劇場、大仙市大

曲市民会館、トピコ、サークルＫサン

クス　●問合せ／白瀬日本南極探検隊

100 周年記念プロジェクト実行委員会

0184-38-4670

「安心・安全な街づくりの会」講演会

「高齢者ライフサポート」
講座のご案内

　一人暮らしや高齢者を狙った犯罪は後

を絶ちません。　　　

　身近に潜む罠から身を守るために、多

様化する悪徳商法対策についてお話しを

伺います。

●日時／ 11 月 22 日（火）16：00 ～

16：50　●会場／田沢湖総合開発セン

ター「大集会室」　●内容／詐欺や悪徳

商法の現状をもとに、被害に巻き込まれ

ないための対策についてお話しを伺いま

す。　

▲

講師：県民文化政策課消費生活

室　副主幹　佐藤 文昭 氏　

▲

演題：「悪

徳商法対策」について　●参加費／無料

　●定員／ 100 人　●問合せ／田沢湖

公民館　 43-1061　FAX 43-1226

第3回パソコン講座
受講生募集

①パソコン基本：マウス ･ キーボード操

作、文字入力、インターネット、電子メー

ルなど

●対象者／初心者　●日時／ 12 月 5 日

（月）、6 日（火）、12 日（月）、13 日（火）

13：00 ～ 16：00

②ワードでつくる年賀状

●対象者／パソコン操作をおおよそ習得

している方　●日時／ 12 月 19 日（月）、

20 日（火）13：00 ～ 16：00

●使用するパソコン／ Windows XP　

●場所／仙北市総合情報センター研修室

（角館町田町上丁 23）　●費用／テキス

ト代：①パソコン基本 600 円　②ワー

ド基本 300 円　●定員／各 30 人　●

申込・問合せ／仙北市総合情報センター

（土・日・祝日を除く）　 43-3339

あじさい塾　in　学び場

●日時／ 11 月 25 日（金）19：00 ～

20：30　●会場／角館交流センター　

●内容／「発達障がいってなあに？　～

家族の出来ること。秋田県の現状をふま

えて～」　講師：吉尾 純 先生（精神科

医）　＊事前質問受付けます。（ FAX 54-

2658）　●問合せ／安藤　 090-

2989-2918

ピッカブー赤ちゃん会10周年記念講演

自然なリズムでのからだ
づくり

　お昼をはさんで講演会と講習を行いま

す。午前、午後どちらかの参加も可能で

す。午後はフリートークを交えながら簡

単な体操をしますので、動きやすい服装

での参加をおすすめします。

＊希望する方には昼食を実費で準備しま

す。申込時にご連絡ください。

●日時／ 11 月 23 日（水）10：00 ～

15：00　●会場／角館交流センター和

室　●入場／無料　●託児／無料　●講

師／佐藤 あゆみ 先生（鍼灸師）　●申込・

問合せ／ピッカブー赤ちゃん会　事務局

ちば珈琲店　 53-3558（FAX 兼）

　　相談

角館調停協会
「無料調停相談会」開催

　離婚、相続、負債整理、交通事故補償、

土地境界問題など、身の回りの相談に応

じます。予約の必要はありません。

●日時／ 11 月 24 日（木）10：00 ～

●場所／角館簡易裁判所（角館町小館

77-4）　●問合せ／角館調停協会　

53-2305

無料人権・困りごと
特設相談所のご案内

　次のような悩みごと・困りごとはあり

ませんか？人権擁護委員が相談に応じま

す。相談無料、秘密厳守。ひとりで悩ま

ず相談してください。

親子・夫婦関係、虐待、いじめ、近隣関
係、名誉・信用の問題等
●日時／ 12 月 5 日（月）10：00 ～

15：00　●場所／仙北市役所角館庁舎、

田沢湖総合開発センター、社会福祉協議

会西木支所　●問合せ／

▲

秋田地方法務

局大曲支局　 0187-63-2100　

▲

子ども人権 110 番　 0120-007-

110　

▲

女性の人権ホットライン　

0570-070-810

【仙北市人権擁護委員】

◆角館地区

　草薙 紀雄（白岩）  55-2803

　山口 幸子（西勝楽町）  53-2856

　黒澤 福子（山谷川崎）  54-2283

◆田沢湖地区

　髙橋 正子（生保内） 43-1291

　清水 力（卒田）  44-2470

　石橋 正子（卒田）  44-3759

◆西木地区

　門脇 主彦（上桧木内）  49-2451

　伊東 和子（桧木内）  48-2921 

働く人と勤め先のトラブル
の解決をお手伝いします

　秋田県労働委員会では、労働者個人と

事業主間の労働条件などに関する紛争

（個別労働関係紛争）について、解決の

お手伝いを行っています。突然、会社か

ら解雇を言い渡されたとか、労働条件の

引き下げをせまられているなど労働関係

の様々なトラブルに対処します。

●問合せ／秋田県労働委員会事務局　

018-860-3284

「多重債務相談窓口」の
ご案内

　東北財務局秋田財務事務所では、自ら

の収入で返済しきれないほどの借金を抱

え、お悩みの方々からの相談に応じてい

ます。

　借金問題はさまざまな方法で必ず解決

できます。お気軽にご相談ください。

●相談窓口／財務省東北財務局秋田財

務事務所　理財課（秋田市山王七丁目

1-4　秋田第二合同庁舎 3 階）　●受

付時間／月～金曜日（祝日、年末年始

除く）8：30 ～ 17：15　●相談専

用電話番号／ 018-862-4196

　　採用

平成23年度
自衛官募集

【高等工科学校生徒】

●受付期間／ 11 月 1 日（火）～平成

24 年 1 月 6 日（金）　●試験期日／一

次試験：平成 24 年 1 月 14 日（土）　

●受検資格／ 15 歳以上 17 歳未満の

者（一般採用試験と推薦採用試験があ

ります）　●問合せ／自衛隊秋田地方協

力本部大仙地域事務所　 0187-63-

1313

「編み物サークル」
会員募集

　趣味として、ボランティアとして、古

着の再生や編み物を一緒に楽しみません

か。

●日時／ 11 月 23 日（水）から　毎月

第 2・第 4 水曜日　9：00 ～ 16：00

●会場／神代就業改善センター　●代表

／藤井 千恵子 氏●内容／着なくなった

セーターの編み直しや浴衣、丹前などの

古着を利活用して、衣類の再生を楽しく

学びます。また、生まれかわった衣類を

東日本大震災で被災された方々へお届け

するボランティア活動もしています。　

●参加費／なし　●定員／なし　●問合

せ／田沢湖公民館　 43-1061　 FAX

43-1226

弁護士による
「多重債務無料相談会」開催

　大仙市が主催する相談会ですが、空き

があれば仙北市民でも可能です。借金問

題でお悩みの方は、ぜひ一度、ご連絡く

ださい。

●日時／ 11 月 29 日（火）10：00 ～

16：00　●会場／大仙市女性センター

●申込み／仙北市環境防災課　 43-

3308
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ロケ候補地写真コンテスト
応募作品募集

　かくのだてフィルムコミッションで

は、仙北市の魅力ある撮影場所を発信し、

市内での映画をはじめテレビ番組などの

撮影を促進させ地域を活性化させること

を目的に、ロケ候補地となりうる場所を

撮影した写真コンテストを開催します。

　普段、私たちが見慣れた山々や軒先、

路地など、何気ない風景が映画やテレビ

番組のシーンとして活用され、脚光を浴

びる機会になります。

　応募要項等については、下記へお問い

合わせください。多数のご応募をお待ち

しています。

●問合せ／かくのだてフィルムコミッ

ション事務局（仙北市観光商工部観光課）

43-3352　FAX 54-4102

E-mail：info@kakunodate-fc.jp

林業退職金共済制度
（林退共）からのお知らせ

　林業の仕事をしていたことがありませ

んか？

　林退共制度に加入していたが、退職金

をまだ受け取っていない方を探していま

す。

　以前、林業の仕事をしていたが、ご自

身が林退共へ加入していたか分からない

方についてもお調べします。

　また、罹災された共済契約者および被

共済者の皆様に対し、各種手続き（共済

手帳の紛失、退職金の請求等）の必要が

生じた場合はできうる限りの範囲で速や

かに対応したいと考えていますので、最

寄の支部または本部へお問い合わせくだ

さい。

●問合せ／独立行政法人勤労者退職

金共済機構　林業退職金共済事業本

部　 〒 105-0011 東 京 都 港 区 芝 公

園 1-7-6　退職金機構ビル　 03-

5400-4334　FAX 03-3432-5868　

＊詳しくはホームページでもご案内して

います。

http://www/rintaikyo.taisyokukin.

go.jp/

12 月 1 日は世界エイズデー

エイズ無料相談・検査の
お知らせ

　12 月 1 日の世界エイズデーに、エイ

ズに関する相談・検査を無料で実施しま

す。検査希望の方は事前に申し込みくだ

さい。

●日時／ 12 月 1 日（木）10：00 ～

11：00、13：00 ～ 15：00　 ● 会

場／秋田県大仙保健所　●申込・問合せ

／秋田県大仙保健所　健康・予防課　

0187-63-3404

被災された個人の皆さんへ

「個人債務者の私的整理
に関するガイドライン」
のお知らせ

　東日本大震災の影響により債務の返済

ができなくなった個人の方、または、近

い将来返済できなくなることが確実と見

込まれる個人の方の私的整理に関するガ

イドラインの適用が、平成 23 年 8 月

22 日から開始されました。

　本ガイドラインに関するお問い合わ

せ、ご相談は、お取引金融機関か、下記

コールセンターまで。

●問合せ／一般社団法人「個人版私的整

理ガイドライン運営委員会」コールセン

ター（受付時間：平日 9：00 ～ 17：

00）　 0120-380-883

お知らせ

個人事業税（2期）の納期
限は11月30日（水）です

　お近くの銀行・郵便局・信用金庫・農

協等で忘れずに納付してください。

　また、県内の金融機関（郵便局以外）

の預金口座からの、安全安心で便利な口

座振替納税の制度があります。

　口座振替の「申込みハガキ」は当課お

よび各金融機関窓口にありますので、ご

利用ください。

＊口座振替は、申込みの翌年度からにな

ります。

●問合せ／秋田県仙北地域振興局県税課

0187-63-5222

石綿による疾病に気づい
ていない方を探しています

　石綿による疾病は、数十年前の仕事で

も発症します。

□過去に石綿を取り扱う仕事をしていた

　ことがありませんか。

□過去に仕事で石綿を吸い込んだ可能性

　はありませんか。

□息切れ、せき、胸が苦しい等の症状が

　でていませんか。

□ご家族などで、中皮腫、肺がん等で亡

　くなられた方はいませんか。

　上記に心当たりのある方は、最寄りの

労働基準監督署または秋田県労働局に、

ご相談ください。

　石綿による疾病と認められた場合、労

災保険給付または特別遺族給付金を受け

られる場合があります。

＊特別遺族給付金の請求期限は、平成

24 年 3 月 27 日までです。

＊労災保険給付の請求についても請求期

限（時効）があります。（療養補償給付・

休業補償給付：2 年、遺族補償給付：5 年）

●問合せ／

▲

大曲労働基準監督署　

0187-63-5151　

▲

秋田労働局　労

働基準部労災補償課　 018-883-

4275

　石綿を原因とする病気について、労災

保険や特別遺族給付金等の支給対象に該

当しない場合でも、救済給付の対象とな

る場合があります。

　詳しくは、「独立行政法人環境再生保

全機構（ 0120-389-931）にお問

い合わせください。

　広報せんぼく 11月 1日号「戸
籍の窓口から」の表記に誤りが
ありました。下記のとおり訂正
し、謹んでお詫び申し上げます。

　誤）「竹内　凜」さん　
　　　　　↓
　正）「竹内　稟」さん

　誤）「髙橋映嗣」さん　
　　　　　↓
　正）「髙橋映詞」さん

訂正とお詫び

16
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター
　

17

18

19

20

21

22
「安心・安全な街づくりの会」講演会

「高齢者ライフサポート」講座
■時間　16：00 ～ 16：50　■場所　田沢湖総合開発センター
　

23
角館混声合唱団　第 11 回定期演奏会
■時間　14：00 ～　■場所　角館町平福記念美術館

ピッカブー赤ちゃん会 10 周年記念公演

自然なリズムでのからだづくり
■時間　10：00 ～ 15：00　■場所　角館交流センター
　

24
社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 15：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

角館調停協会　無料調停相談会
■時間　10：00 ～　■場所　角館簡易裁判所　

25 あじさい塾　in　学び場
■時間　19：00 ～ 20：30　■場所　角館交流センター

26 佐竹知事講演会
■時間　16：00 ～　■場所　角館樺細工伝承館

27

28
仙北市食生活改善推進協議会田沢湖支部

「男性のための料理教室」
■時間　10：00 ～ 13：30　■場所　田沢湖健康増進センター
　

29

30

だしのこ園　わんぱくフェスタ
■時間　10：00 ～ 11：30　■場所　だしのこ園

こころといのちを考える集い
■時間　13：20 ～ 15：30　■場所　角館樺細工伝承館

税務課夜間納税窓口開設
■時間　17：15 ～ 19：00　
■場所　仙北市役所田沢湖・角館・西木庁舎
　

1

2

3 第 59 回世古寸喜展　～ 5 日まで（13：00 まで）
■時間　9：00 ～ 16：00　■場所　角館交流センター

4 仙北地方ささらシンポジウム
■時間　13：00 ～ 16：30　■場所　温泉ゆぽぽ本館「紫苑」

5

水

仙北市の行事予定

11月16日（水）～12月5日（月）

火

水

日

月

木

月

木

土

日

金

水

土

火

金

土

日

金

木

月

12／

　「健診の結果で血圧が気になってきた…」「薬

を飲む前に高血圧を予防できたら…」

 ご自分のためにもご家族のためにも！高血圧

を予防する食生活について知りたいという方

は、ぜひご参加ください。

●日時／ 12 月 8 日（木）

　10：00 ～ 15：00（受付 9：45 ～）

●場所／健康管理センター（角館）

●内容／保健師による血圧測定、食生活改善

　推進員による講話（高血圧予防について）、

　調理実習と試食　など

●対象／仙北市にお住まいの 40 歳代から 70

　歳代の方（男女は問いません）

●定員／ 30 人　

●参加費／無料

●持物／エプロン、筆記用具

●申込締切／ 11 月 29 日（火）

　＊定員になり次第締切

●申込・問合せ／仙北市保健課  55-1112

仙北市食生活改善推進協議会

「高血圧予防教室」開催

1

　自分自身がつらくなったら……その気持ち

を話してみましょう。あなたのまわりの人が

「いつもと違うな」と感じたら……声をかけて

みましょう。

　寄り添って話しを聴くこと、私たちにもで

きるかも。

●日時／ 11 月 30 日（水）

　13：20 ～ 15：30

　＊田沢湖・西木方面から送迎バスが出ます。

　ご利用の方は、申込時にお知らせください。

●場所／角館樺細工伝承館

●内容／

▲

基調講演：「心に向き合う ～喪失か

　ら生きる希望へ～」秋田グリーフケア代表涌

　井 真弓 氏　

▲

講話：「笑顔になる昔ばなしっ

　こ」田沢湖かたりの会 代表 藤原 まり 氏

●参加費／無料

●申込締切／ 11 月 22 日（火）

●申込・問合せ／仙北市保健課  55-1112

テーマ「支え合う、わかち合う」

こころといのちを考える集い

2
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▼
節
電
・
省
エ
ネ

の
た
め
使
用
を
控

え
て
き
た
暖
房
器

具
。
徐
々
に
活
躍

す
る
時
間
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の
時
期
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
く

と
つ
い
足
を
止
め
て
し
ま
う
の
が
薪
ス

ト
ー
ブ
コ
ー
ナ
ー
。
ち
ょ
っ
と
が
っ
し

り
と
し
た
タ
イ
プ
の
も
の
を
「
カ
ッ
コ

い
い
な
ぁ
」
な
ど
と
思
い
な
が
ら
見
て

い
ま
す
。
最
近
の
憧
れ
で
す
。（
Ｓ
Ａ
）

　

▼
こ
の
前
、
友
人
と
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
『
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ

ピ
ネ
ッ
ツ
』
の
試
合
観
戦
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
実
は
全
員
が
ま
だ
勝
っ
た

試
合
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
ろ

そ
ろ
勝
ち
試
合
を
見
た
い
と
、
応
援

に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。
結
果
は
み

ご
と
に
勝
利
！
。
し
か
も
そ
の
日
は
東

北
ダ
ー
ビ
ー
で
し
た
。
今
年
は
岩
手

の
チ
ー
ム
が
参
戦
。
バ
ス
ケ
で
も
東
北

を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
Ｔ
Ｒ
）　

▼
仕
事
後
、
表
に
出
る
と
そ

の
寒
さ
身
震
い
が
出
ま
す
。
立
冬
も

過
ぎ
暦
の
上
で
は
も
う
冬
。
体
調
に

は
気
を
付
け
て
い
ま
し
た
が
カ
ゼ
気

味
に
。
薬
を
買
い
に
行
っ
た
ら
、
種
類

も
量
も
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
え
ー
と
？
私
の
カ
ゼ
の
タ
イ
プ
は

ど
れ
。
お
か
げ
さ
ま
で
ひ
ど
く
な
ら

ず
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ど

う
か
お
気
を
つ
け
て
。（
Ｙ
Ｏ
）

○
○
の
つ
ぶ
や
き

編
集
後
記

オフショット

防災情報・安心情報・子育て情報・学校情報

『仙北市安全・安心メール』をはじめました

● 空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jpへ空メールを送信してくださ
い。返信されるメールの内容に従って本登録を行ってください。

● http://anshin.city.semboku.akita.jpからも登録できます。

「水のはたらき」を学んだ西明寺小学生
宮田頭首工前で記念撮影をしました。


